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現代のわれわれのコミュニケーションや対話の

仕方の問題には、ある種独特の日本的なものが関

係していると思われる。それは、伝統的に形成さ

れてきた日本人の思考様式やコミュニケーション

様式と、大きく変貌する現代社会の生活様式や情

報伝達様式との合体であるといえよう。そこに何

か、欧米とも異なる、そして同じアジアでも中国

や韓国とも同じではない、独自の日本的なコミュ

ニケーション様式が醸成されているのではない

か。そしてその事実が、理性的・原理的な議論に

よる問題解決を阻害し、さらに、国際社会で日本

人が何を考えているのかわからない、その顔が見

えない、などと批判されることにつながっている

ものと考えられる。そのさい、「コミュニケーショ

ン不全症候群」(中島梓)の背後にある社会問題を

見逃さないことが重要である。 

 

１.日本的コミュニケーションとは 
 日本的な思考様式、コミュニケーション様式と

はどういうものか。この点で中村元は、①個人に

たいする人間関係の重視、②平等よりも上下関係

の重視、③対決・批判の精神の薄弱、を基礎に、

④明快な論理よりもことばの含蓄の重視、⑤論理

整合性のある首尾一貫した思考作用の欠如、⑥直

観的・情緒的傾向、⑦単純素朴なイメージの愛好、

などを列挙する[1]。中村はこれらの特徴を仏教な

どの文化現象から採取したが、これらの特徴の多

くは現代日本人にかなりの程度、継承されている

と思われる。彼は、同じアジアでも、このような

傾向がインドとも中国とも異質であるという。ま

た、ウィーンに長期滞在した中島義道は、彼らヨ

ーロッパ人と日本人の行動様式やコミュニケーシ

ョンの相違を鋭く抉っている[2]。彼は、日本社会

では、偏差値の低い者からことばが奪われ、一般

に個人が他者に対立することを恐れ、相違にもと

づく真の「対話」が育たず、ひたすら「和」が尊

ばれ、やさしさ、思いやりばかりが強調されると

いう。個人同士がことばと論理で正面から向き合

うことを避け、ひたすら気もちを通じ合う「会話」

を重視するとされる。ここには、従来の日本的コ

ミュニケーション様式が、現代的なかたちで継承

されているといえないこともないだろう。 

 一般に、日本人が論理的・原理的な議論が不得

意であること、その代わりに「以心伝心」的な微

妙で気配りの効いた、やさしい間接的なコミュニ

ケーションが得意であるといわれるが、悪くする

と、「腹芸」的なものに陥りやすいことにもなる。

昔なら和歌によって、現代なら携帯のメイルによ

って、絵文字などを駆使して自分の気もちを伝え

ることに示されるように、日本的コミュニケーシ

ョンは知的・論理的なものではなくて、美的・感

性的なもの、遊びを含んだものに傾きがちである。

コミュニケーションには総体的に、知的・論理的

な面と情緒的・感性的な面が存在し、要はその調

和が重要である。 

 さらに心理療法家の町沢静夫は、患者を相手に

した長年の経験から、いまだに日本とアメリカの

精神構造の違いの大きさを強調する。日本人は家

族から離れた個人の形成が弱く、治療者にたいし

て父や母の役割を転移することによって安心感を



得るという。西洋では治療者と患者は対等の契約

関係を結ぶとされる[3]。つまり深層心理では、こ

うした文化的差異が露呈するのである。もちろん

これは、文化的な型の相違であって、全体的にど

ちらが勝っているというようなものではない。い

ずれにせよ、現在のわれわれのコミュニケーショ

ンや議論の仕方の困難さは伝統的性質をもってお

り、ディベートの訓練などで、簡単に覆せるもの

ではないことを自覚すべきである。 

 

 2．現代におけるコミュニケーション問題 
 町沢は、現代では、若者が大変傷つきやすくな

り、学校でもお互いの気遣いが激しいという。そ

して、対人関係能力が恐ろしく低下していること

を指摘する[4]。同時に知的コミュニケーション能

力も低下しているといえよう。「豊かさがもたらし

た精神病理」が語られるなかで、人々は過度にモ

ノとサービスによる消費文化に依存することによ

って、ようやく人ともつきあっていける[5]。いじ

めなどの集団化した現象も、いわば歪んだコミュ

ニケーションといえ、直接の暴力よりも無視など

の嫌がらせが多いという。 

  とくに現代の若者が、「キレる」「ムカつく」な

どの「ジコチュー」の言語表現をおこない、「空気

を読めない」などといわれていることは、周知の

事実である。電車内お化粧なども気になるところ

である。とくに、「ムカつく」などの表現にたいし

ては、土井隆義は、それが「腹が立つ」などとは

異なり、生理的な自己完結的表現として、コミュ

ニケーションを妨げているという[6]。 

 

３．展望をどこに見いだすべきか 
 日本でのコミュニケーションや議論のあり方が

欧米と異なってもいいし、欧米のディベート式の

議論法がベストとも思われない。むしろ日本人は、

相手の意見を受容するという能力にはたけている

と思われる。とくに知的なコミュニケーションに

は「聴く」と「話す」の二つの要素が必要であり、

単なる自己主張のみでは中身のあるコミュニケー

ションにはならない。現代が高度に発達した「市

民社会」であることを大前提に、日本人の個性を

生かしつつ、対等平等にコミュニケーションでき

る市民同士の豊かな関係を形成する方向が基本的

に大事である。以前私は「市民社会・民主主義・

対話」の三者のリンクを考えたが、やはりこれが

重要である。 

 ヨーロッパ市民社会では、つねに公共的かつ明

瞭なコミュニケーションが求められる[7]。このさ

い、よき市民をつくる教育が重要である。私はウ

ィーン滞在中、ずいぶんと大学の講義に出たが、

そこでは教授と学生の間でたえず議論がおこなわ

れる。大学でそうした議論ができるということは、

すでに高校（ギムナジウムなど）までにそうした

訓練ができているということを意味する。実際、

オ－ストリアのギムナジウムの教育方針（指導要

領）や教科書の内容、さらに授業実践でも、批判

的で論理的な思考能力、プレゼンテーションや議

論の能力を形成することが教育の大きな目標とな

っている[8]。 

  私見では、東アジアに残存する受験勉強体制と

受験勉強的思考様式が打破されないかぎり、よき

市民のおこなう知的コミュニケーションや議論は

不可能であろう。 
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